始め、 蒲 原 氏が 序の 懇願に 応じて くれなかった 時、 

多分 天才に ありがちの 物臭 さからと 思 ひ、 僕 は 何とも 

思 はずに 居ました が、 後日 (最近) になって 上述の 風 

説 を 知り、 自ら その 意外に 驚く と共に、 蒲 原 氏に 対し 

て 自分の 全く 曲解され たこと が 口惜しく 残念で たまら 

ずよ つて こ の 消息 を 近く 何 か の 雑誌に 発表し ようと 思 

つて ゐた 所であった。 幸 ひ 貴君の 手紙に よって 書く ヒ 

ントを 得た から、 全文 或い は 概要 を 貴誌 に 掲載して 貰 

へれば 幸甚です。 かかる 弁明 は、 むしろ 「常識 ある 頭 

脳」 に対して 愚劣 事に すぎない けれども、 世間に は存 

外 馬鹿者が 多い か ら念 の ため 注意し てお く。 即ち 蒲 原 



有 明 氏と 三 木 露 風 氏と は、 詩 格に 於ても 詩想に 於ても、 

全然 別個の ものに 属し、 更に 相関す る 所な し。 詳説す 

れば、 蒲 原 氏の 詩 風 は 浪漫的に して、 しかも 情緒の 濃 

厚なる 神秘的 気韻 を 特色と する のに、 露 風 氏 及び その 

一 派の 所謂 「象徴詩」 なる もの は、 全然 古典的、 理智 

的に して、 何等の 夢幻 的 情 想 も 浪漫的 情緒 も 有せず、 

むしろ その 正反対なる 厳粛 端麗なる 理智的 格調の 美に 

長所 を 有する ので、 あたかも フランス 詩壇に おける 

バルナ シアン 

高踏派 (象徴詩 派 前 派) の 如し。 之に 対し 有 明 氏の 詩 

は、 この 高踏 詩 派 を 敵 として 興った 情熱 主義の ヴヱル 

レ— ヌゃボ ドレ エルの 一 派、 即ち フランス 詩壇の 



象徴詩 派 (これが 同時に 自由詩の 先駆であった こと は 

人の 知る ごとし) に 比較され る。 故に 外国 流の 称呼に 

従へば、 蒲 原 有 明 氏の 詩 風 は 象徴詩で あるが、 露 風 氏 

一 派の 詩 は 正しく その 反対なる 高踏 詩 派に 属すべき で 

ある。 しかし 日本の 詩壇で は、 露 風 氏 等の 詩 を 象徴詩 

と 称して ゐる 故に、 僕の 言 もこれ を 便と して 用ゐ るの 

み。 もとより 詩 派の 称呼の 如き はどうで も 好い ので、 

要は 内容に 存す るので ある。 

私信が 余談に 渡って 失礼しました。 とにかく 蒲 原 有 

明 氏 は、 今日の 詩壇の 先駆者であって、 永遠に 価値 を 

有する 天才です。 今日の 無 内容な 詩壇に 向って 言 ひ た 



いこと は、 実に 一 語 「蒲 原 有 明に 帰れ」 である。 (以下 

略) 

(「羅針」 第五 輯 • 大正 十四 年 四月) 
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